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(57)【要約】
【課題】従来のシステムでは、容易にアクセスできる場
所にコントローラを配置することが常に実用的であるわ
けではなく、コントローラは、プログラムされなければ
ならず、購入、設置、維持は費用が掛かる。
【解決手段】システム内の利用設備制御デバイスは、共
通のコントローラを必要とすることなく、互いにリンク
されて調和して動作、制御及び／又はメッセージング実
行することができる。また、選択された一つのデバイス
の動作に基づいた機能を実行するように選択された全て
のデバイスがタグ付けされ、選択された制御デバイスが
他のデバイスに少なくとも一つの動作に対してマスタデ
バイスの指示に従うように教示する。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動作システムであって、
　互いに通信している複数の電力制御デバイスであって、前記デバイスの内の少なくとも
いくつかのデバイスが、時々、全ての他のデバイスへ動作信号を送信するように動作可能
である、前記複数の電力制御デバイス、及び
　一時的に、前記信号を受信するデバイスの内の選択されたデバイスにおいて前記信号に
応答するための、手段を備える動作システム。
【請求項２】
　前記電力制御デバイスの内の少なくともいくつかのデバイスが、前記デバイスの他のデ
バイスと通信してメッセージング能力を備える、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記デバイスの少なくともいくつかのデバイスが、オン／オフスイッチである、請求項
１に記載のシステム。
【請求項４】
　制御システムであって、
　互いに通信している複数の電力制御デバイスであって、前記デバイスの内の少なくとも
いくつかのデバイスが、時々、全ての他のデバイスへコマンドと制御信号を送信するよう
に動作可能である、前記複数の電力制御デバイス、及び
　少なくとも一つの他のデバイスからの信号の格納を受け入れるモードに前記デバイスを
設定するための前記デバイスに対するユーザに起因する局所的な入力に応答するための各
デバイスの内部のコントローラであって、前記受信信号により前記デバイスを前記他のデ
バイスから送信される少なくとも一つの状態信号に対するスレーブとする、コントローラ
を備える制御システム。
【請求項５】
　前記受け入れモードにある任意のデバイスに信号を送信する前記デバイスに対するユー
ザに起因する局所的な入力に応答するための、各デバイス内部のコントローラを更に備え
、前記送信デバイスを前記受け入れモードデバイスに対して暫定マスタコントローラにす
る、請求項２に記載の制御システム。
【請求項６】
　前記デバイスが、リスト：照明スイッチ、コンセント、ヒータ制御、空調制御、ドア／
窓スイッチ／インジケータから選択される、請求項４に記載の制御システム。
【請求項７】
　前記スレーブデバイスが、前記暫定マスタデバイスのオン／オフ／可変パターンの内の
少なくとも一つに従う、請求項４に記載の制御システム。
【請求項８】
　前記デバイスのいくつかのデバイスが、オン／オフ／可変ユーザ操作物理スイッチを有
するシステムであって、前記ユーザに起因する入力信号が、ユーザが前記物理スイッチの
内の一つ又はそれより多くのスイッチを一期間中特定の検出可能パターンに位置決めする
ことによって起動される、請求項４に記載のシステム。
【請求項９】
　前記デバイスのいくつかのデバイスが、オン／オフ／可変ユーザメッセージング能力を
有するシステムであって、前記メッセージは、一期間中特定の検出可能パターンにおいて
起動される、請求項４に記載のシステム。
【請求項１０】
　複数の制御デバイスをリンクするための方法であって、前記方法が、
　前記複数のデバイスの選択された、前記デバイスの選択された他のデバイスからのリン
ク命令を受け取るために、いくつかのデバイスを動作モードにするステップであって、前
記動作モードにすることは、前記選択された各デバイスへ局所的に供給される刺激下で行
われるステップ、及び
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　前記デバイスの前記選択された他のデバイスから前記受け取りモードにある前記デバイ
スへ少なくとも一つのリンク命令を配信するステップを備える方法。
【請求項１１】
　前記デバイスの前記選択された他のデバイスが、前記信号が送られる時に実際のオン／
オフ／可変状態を表すオン／オフ／可変状態信号を送る方法であって、
　前記リンク命令は、前記受け取りモードにある全ての前記デバイスによって前記選択さ
れた他のデバイスから受信される少なくとも一つオン／オフ／可変状態信号に従うための
命令である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記デバイスの前記選択された他のデバイスが、前記信号が送られる時に実際のオン／
オフ／可変状態を表すオン／オフ／可変状態信号を送る方法であって
　前記リンク命令は、前記デバイスの前記選択された他のデバイスから受信されるいくつ
かのオン／オフ／可変状態信号にのみ従うための信号である、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記動作モードにすることが、通常通りに前記スイッチを操作するのに必要なよりも長
い期間、ユーザが前記デバイスでオン／オフ／可変スイッチを操作することによって開始
される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　スイッチ操作の前記非通常モードが、前記選択された他のデバイスで前記リンク命令を
確立する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　複数の制御デバイスをリンクするための方法であって、前記方法は、
　前記デバイスの選択された他のデバイスからメッセージ命令のリンキングを受け入れる
ために、前記複数のデバイスの選択されたデバイスをメッセージングモードにするステッ
プであって、前記メッセージ送信モードにすることは、前記選択された各デバイスに対し
て局所的に供給される刺激下で行われるステップ、及び
　前記デバイスの前記選択された他のデバイスから前記受け取りモードにある前記デバイ
スへ少なくとも一つのリンク命令を配信するステップを備える方法。
【請求項１６】
　電気システムで使用されるスイッチであって、前記スイッチは、
　前記デバイスでユーザから物理的に配信されたコマンドを受信するためのプロセッサで
あって、前記コマンドのいくつかのコマンドは、電化製品を少なくとも部分的にオン又は
オフにする方向であり、前記コマンドのいくつかのコマンドは、前記デバイス内で実行さ
れることを意図する命令を含むスイッチであって、
　前記内部で実行可能なコマンドの一つによって、前記スイッチが前記スイッチの他の一
つのスイッチから送られる信号から前記他のスイッチへ物理的に配信されるコマンドに基
づいてプログラムされる、スイッチ。
【請求項１７】
　前記コマンドの一つが、前記デバイスのオン又はオフコマンドの内のいくつかのコマン
ドに従う前記デバイスの他のデバイスに対するコマンドである、請求項１６に記載のスイ
ッチ。
【請求項１８】
　前記スイッチが、プログラムされる時、前記他のスイッチからのオン又はオフコマンド
の内の少なくともいくつかのコマンドに従う、請求項１７に記載のスイッチ。
【請求項１９】
　前記スイッチが、前記電化製品を完全に又は部分的にオン又はオフするために前記ユー
ザによって操作されるオン／オフ又はオン／オフ／可変機構を有するスイッチであって、
前記コマンドは、前記機構の操作から得られる、請求項１８に記載のスイッチ。
【請求項２０】
　前記機構操作を解釈するためのプロセッサを更に備える、請求項１９に記載のスイッチ
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。
【請求項２１】
　前記解釈が、少なくとも部分的に、前記オン／オフコマンドのいくつかのコマンドの保
持時間に基づく、請求項２０に記載のスイッチ。
【請求項２２】
　前記スイッチが、コンセントに含まれる、請求項１６に記載のスイッチ。
【請求項２３】
　前記スイッチが照明を制御する、請求項１６に記載のスイッチ。
【請求項２４】
　前記スイッチが、環境状態を制御するためのデバイスに含まれる、請求項１６に記載の
スイッチ。
【請求項２５】
　前記スイッチが、電化製品に含まれる、請求項１６に記載のスイッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、同時出願であり、同時係属の、同一出願人による“ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　
ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＩＮＦＲＡＳＴＲＵＣＴＵＲＥ　ＲＥＰＯＲＴＩＮＧ”と題する
、２００７年３月７日に出願された、米国特許出願第１１／６８３，３２７号、“ＬＩＧ
ＨＴ　ＳＷＩＴＣＨ　ＵＳＥＤ　ＡＳ　Ａ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ　ＤＥＶＩＣＥ
” と題する、２００７年３月７日に出願された、米国特許出願第１１／６８３，２９８
号、“ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＰＲＥＭＩＳＥＳ　ＭＯＮＩＴＯ
ＲＩＮＧ　ＵＳＩＮＧ　ＷＥＩＧＨＴ　ＤＥＴＥＣＴＩＯＮ”と題する、２００７年３月
７日に出願された、米国特許出願第１１／６８３，３０８号、“ＡＮＴＩＣＩＰＡＴＯＲ
Ｙ　ＵＴＩＬＩＴＹ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＤＥＶＩＣＥ” と題する、２００７年３月７日
に出願された、米国特許出願第１１／６８３，３２６号、“ＰＬＵＧ　ＡＮＤ　ＰＬＡＹ
　ＵＴＩＬＩＴＹ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＭＯＤＵＬＥＳ” と題する、２００７年３月７日
に出願された、米国特許出願第１１／６８３，３３５号、“ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥ
ＴＨＯＤ　ＦＯＲ　ＳＵＢＳＴＩＴＵＴＩＮＧ　ＤＡＴＡ　ＩＮ　ＲＥＳＰＯＮＳＥＳ　
ＴＯ　ＭＵＬＴＩＭＥＤＩＡ　ＩＮＱＵＩＲＩＥＳ” と題する、２００７年３月７日に
出願された、米国特許出願第１１／６８３，３５４号、“ＳＹＳＴＥＭ　ＡＮＤ　ＭＥＴ
ＨＯＤ　ＦＯＲ　ＤＥＬＩＶＥＲＹ　ＡＮＤ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　ＯＦ　ＥＮＤ－Ｕ
ＳＥＲ　ＳＥＲＶＩＣＥＳ”と題する、２００５年６月３０日に出願された、米国特許出
願第１１／１７２，６１５号に関し、その開示は、これによって、参照によって本明細書
で援用される。
【０００２】
　本発明は、利用設備の制御に関し、より具体的には、種々の目的のための複数の利用設
備制御デバイスを選択的にリンクするシステムと方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　エネルギーと電力の保全は、オイル及び他の天然資源への依存を減少するための取り組
みを増加することにおける主要なテーマとなっている。このような保全の懸念の一態様は
、オフィス、工場、及び家庭を運営する電気利用設備である。資源の消費を減少させるこ
とに加えて、電力の適切な管理は、効率的及び手ごろな電力供給のために重要である。浪
費電力は、より多くの発電所、より多くの電源供給ラインを有し、停電の可能性が高い、
より多くの資本集約的送配電ネットワークが必要になる。更に、多くの利用設備は、ピー
ク需要期間中に適切で手ごろな電力供給を行うことができず、これらのピーク需要期間に
エンドユーザに電力消費を減少するために積極的に努力させることとなる。
【０００４】
　長年にわたって、いくつかのプランが実行されており、それらの多くは、多かれ少なか
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れ、正常に働いている。そのようなプランは、家庭やビジネス等の、体系の中央管理を求
めている。そのようなシステムでは、家のような体系に対する全ての制御デバイスがコン
ピュータや中央ユーザインターフェースデバイスのような中央コントローラからのコマン
ドを受信する。そのようなシステムは、米国特許第６，９６７，５６５号に示されている
。多くの他のそのようなシステムも利用可能である。
【特許文献１】米国特許第６，９６７，５６５号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このようなシステムにおけるコマンドは、例えば、家庭の電力ラインを介して、ある場
合に、無線で、共通トランク回路を介して供給される。このようなシステムは、ユーザが
コントローラにアクセスできるように制御デバイスの便利な配置に依存している。容易に
アクセスできる場所にコントローラを配置することが常に実用的であるわけではなく、コ
ントローラは、プログラムされなければならず（それ自体は、常に容易なタスクではない
）、購入、設置、維持は費用が掛かる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　複数の利用設備制御デバイスは、共通コントローラを必要とすることなく、調和して動
作を実行するよう互いにリンクされる。一実施形態において、選択された一つのデバイス
の動作に基づいた機能を実行するように選択された全てのデバイスがタグ付けされ、次に
、選択された制御デバイス（ここでは、暫定マスタデバイスと呼ばれる）が他のデバイス
に教示して少なくとも一つの動作に対して暫定マスタデバイスの指示に従うよう指示する
。
【０００７】
　更に、家庭及び建物内の多くのエネルギー消費デバイスは、典型的には、壁スイッチと
プラグソケットを介して建物に局所的及び電気的に取り付けられ、それらの多くは、便利
に配置されるので、非常に目立つ。別の実施形態において、調和して動作を実行するよう
に選択された全てのデバイスは、可視（及び／又は可聴）インジケータを表示してそれら
のリンクされた状態と状態のタイプを強調表示し、それらのいずれかはユーティリティ又
は非ユーティリティ機能に関連することができる。例えば、全てのリンクされた照明スイ
ッチは、エネルギーの使用と会話インセンティブを表示できるが適切な時にセキュリティ
と火災アラーム状態を表示するために使用することもできる。
【０００８】
　更に別の実施形態において、制御デバイスは、任意の状態に基づいて統合制御を実行す
るように互いにリンクされる。例えば、寝室照明スイッチは、就寝時、所謂、午後１０時
前に正常に動作する（寝室灯のみを作動する）又は、他のライト／デバイスとタグ付けさ
れると、午後１０時以降にスイッチがオフされると、全てのタグ付けされたライトを切る
。この例では、タグ付けされた機能は、オフモードのみに対してであり、午後１０時以降
に寝室ライトスイッチをオンすると、寝室ライトがオンされるのみで、他はオンにされな
い。
【０００９】
　前述は、以下の本発明の詳細な記述がより良く理解されるために、本発明の特徴及び技
術的優位性をかなり広く概説している。本発明の追加的な特徴及び利点は、以下に記述さ
れ、本発明の請求項の主題を形成する。開示された概念及び特定の実施形態が、本発明の
同一の目的を実行するためのその他の構造を修正又は設計するための基礎として容易に利
用されることは、当業者によって理解されるべきである。そのような等価構造は、添付の
請求項において説明される本発明の精神と範囲から逸脱しないことも、当業者によって理
解されるべきである。本発明の特徴と信じられる新規の特徴は、その組織及び操作の方法
の両方に関して、更なる目的及び利点と共に、添付の図面に関連して考察された場合、以
下の記述からより良く理解される。しかしながら、各図面は、説明及び解説のみの目的で



(6) JP 2008-220164 A 2008.9.18

10

20

30

40

50

提供され、本発明の限定の定義として意図されていないことは、明確に理解されるべきで
ある。
【００１０】
　本発明のより完全な理解のため、添付の図面と併せて以下の記述を参照する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１Ａは、中央コントローラなしにリンクするために利用可能な施設電力制御デバイス
を示す実施例１０を示す。図１Ａに示されるように、多数の電気オン／オフスイッチ１１
－１乃至１１－Ｎが共通建物電力源に接続される。この接続部は、典型的には、配電盤に
あり、そこでは、主電力が施設に入る。これらのスイッチが制御のために配線される個々
の回路は図示されてはいない。この制御は、制御されるデバイスへの電力を直接断つこと
によって又は信号（例えば、低電圧信号又は無線信号）を他のコントローラに送ることに
よって行われる。
【００１２】
　図１Ａに示される例では、各デバイス（議論を簡単にするため）は、単極単投スイッチ
であるが、三叉スイッチ、減光スイッチ、並びに他のスイッチ構成でも動作する。しかし
ながら、ここで議論される概念を用いると、あらゆるスイッチやスイッチペアを三叉動作
するようにリンク（タグ付け）されるので、固定三叉スイッチは必要ない。
【００１３】
　図１Ａにおいて、デバイス１２（ＡＣコントローラやサーモスタット）及び１３（冷蔵
庫温度コントローラ）等の他のデバイスもまた任意の数の他のコントローラとして接続す
ることができる。
【００１４】
　図１Ｂは、図１に示されるデバイスの少なくともいくつかのデバイスの動作態様の実施
例１００を示す。受信機１０１は、周知の方法で動作し、信号（主電源供給ラインから、
他のデバイスからのＩＲ、無線で、又はサウンドで）を受信し、メモリ１０２と併せて働
くコントローラ１０４を介してデバイスの制御を行う。送信機１０３は、他のデバイスへ
信号を送信するために動作する。これらの信号の一つは、そのデバイスの“オン”又は“
オフ”遷移である。
【００１５】
　図２は、選択されたデバイスにタグ付けするための方法の実施例２０を示す。プロセス
２０１は、（例えば、コントローラ１０４を介して）ユーザが指定期間にスイッチのオン
／オフ部を押したか否かを監視する。勿論、デバイスが、より速い構成のためにコンピュ
ータに対する制御スイッチ又はキーパッド又は一時接続部を持っていたならば、ユーザは
、所望の情報を直接入力することができる。この例は、ユーザから情報を入力するために
利用できる制御部のみがオン／オフスイッチ自体であることを想定している。この例のた
めに、ユーザによる継続する圧力が、例えば、圧力検出器１０５によって検出される“ロ
ッカー”タイプスイッチを想定する。圧力が十分に長く、例えば、３秒間維持される場合
、プロセス２０１は、プロセス２０２が選択されたスイッチをタグ付けモードにし、プロ
セス２０３は更に通知されるまでデバイスを保持する。
【００１６】
　次に、ユーザは、ユーザ自身が一緒にリンクされるのを望む全てのデバイスを巡回する
。この例では、この目的のため（他の目的のために、他のリンキングを確立できる）ユー
ザがスイッチ１１－１と１１－２及び暫定マスタコントローラ１２をリンクすることを望
むことを想定する。次に、ユーザは、丁度上記された方法で、スイッチ１１－１と１１－
２及び暫定マスタコントローラ１２を“タグ付け”する。次に、これらのデバイスは、更
なる命令を待つ。
【００１７】
　図３Ａは、暫定“マスタ”デバイスがタグ付けされたデバイスの制御を行う方法の実施
例３０を示す。ユーザが所望のスイッチの全てのタグ付けを終えると、ユーザは、この特



(7) JP 2008-220164 A 2008.9.18

10

20

30

40

50

定リンキングのために制御（又は暫定マスタ）デバイスであるべきデバイスへ行く。選択
された暫定マスタデバイスで、ユーザは、ある期間、例えば、１０秒間オン（又はオフ）
位置にスイッチを維持する。プロセス３０１は、この継続動作を検出し、プロセス３０２
は、選択されたスイッチ（例えば、スイッチ１１－２）を制御モードにする。リンク機能
は、同じオン／オフ／可変状態のためにする必要はない、例えば、寝室のライトをオフに
することが部屋の加湿器をオンにし、窓を開けることがエアコンをオフにするかも知れな
いことに留意されたい。
【００１８】
　図３Ｂは、オン／オフスイッチのみを使用し、スイッチのオン又はオフ部の時間を維持
する単純なコード体系を示す。必要ならば、任意の数の精巧なコードを使用でき、制御パ
ネルが利用可能であるならば、これらのコードは、単純化又は低減できる。このように、
ユーザは、暫定マスタデバイスがオフにされた時のみ、及びコードが設定された（例えば
、就寝時間に）時と略同時にスイッチがオフにされた時にのみ、全てのタグ付けされたデ
バイスが暫定マスタデバイスに従うことを望む場合を想定する。このような場合、ユーザ
は、図３Ｂのコード３５０に従い、３秒間オフスイッチを保持し、オンスイッチを１秒間
保持する。コード起動のタイミングは任意であり、任意のタイミングを使用でき、もし必
要ならば、他のプログラミングスキームが使用できる。
【００１９】
　プロセス３０３（図３Ａ）は，入力コマンドを処理し、プロセス３０４は、例えば、送
信機１０３（図１Ｂ）を使用して、変換されたコマンドをシステム内の全てのデバイスへ
送信する。プロセス３０５は、送信すべき他のコマンドがあるか否かを決定し、もしない
ならば、プロセス３０６は、タグ付け完了コマンドを送信する。送信コマンドは、送信デ
バイスの識別子を含むが、ここで議論される実施形態における送信デバイスは、どの他の
デバイスがそのコマンドに作用するか知ることを必要としない。
【００２０】
　図４は、各タグ付けデバイスが制御を行うデバイスに従うようにプログラムされる方法
の一実施形態４０を示す。各デバイスのプロセス４０１は、例えば受信機１０１（図１Ｂ
）を使用して、任意の他のデバイスからのコマンドを監視し、受信する。制御コマンドが
到着すると、プロセス４０２は、コマンドが“タグ付け完了”コマンドであるか否かを決
定する。もしそうであるならば、プロセス４０４は、暫定マスタがコマンドを送信するた
めのこのデバイスに対するタグ付けモードを終了する。コマンドが実際のコマンドである
場合、プロセス４０３は、このデバイスがプロセス２０（図２）に関して議論されたよう
に、ユーザによって“タグ付け”されたか否かを決定する。このデバイスがタグ付けモー
ド中である場合、プロセス４０４は、このスイッチが制御に含まれる機能を実行するよう
にプログラムする。このプログラミングは、暫定マスタ識別子をこのデバイスが実行すべ
き機能と共にデータベース（図１Ｂのメモリ１０２のような）に配置することを含む。上
記例において、“午後１０時以降はいつでも私のオフ状態に続け”コマンドが“暫定マス
タ”１１－２に対するデバイス１１－２と１２のメモリに格納される。
【００２１】
　この例では、次に、スイッチ１１－２が就寝時にオフにされると、スイッチ１１－１と
コントローラ１２が、オフにするようにプログラムされる。スイッチ１１－１もデバイス
１２もスイッチ１１－２の他の動作には従わないことに留意すべきである。ここで、スイ
ッチ１１－２がユーザの寝室の照明スイッチであり、ユーザが自分の照明を就寝時にオフ
にすると、スイッチ１１－１によって制御される照明は、オフになる。また、コントロー
ラ１２によって制御される温度は、夜設定へ上昇する。温度におけるこの変化は、熱／空
調のタイマー制御の代わりに、又はそれに加えて行われることができる。
【００２２】
　朝、ユーザが異なる照明をオンするので、その異なる照明は、おそらく異なるセットの
デバイスリンキングを持ち、例えば、コーヒーポットをオンにするように施設の他のユー
ティリティ機能を制御する。望ましいリンキングを確立するために、ユーザは、ここで概
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説される方法に従うだけでよい。
【００２３】
　例えば、ユーザが自分の家を出る時に毎朝オフにされる最後の照明がガレージの照明で
ある場合、ガレージの照明をオフにすること、又はガレージのドアを閉鎖することは、所
望するだけの数のデバイスにリンクされた動作であり、それによって、全てのデバイスが
ガレージの照明が朝オフになることに基づいて望ましい機能を実行する。議論されている
ように、デバイスを、平日の朝のガレージ照明“オフ”信号のみに従うようにプログラム
できる。全ての他の“オン”や“オフ”は、これらのデバイスの一つ又はそれより多くの
デバイスがガレージライトの他のオン又はオフ遷移に従うようにプログラムされない限り
、他のデバイスによって無視される。
【００２４】
　スイッチとコントローラがここで議論されたが、任意のデバイスが制御デバイスやスレ
ーブデバイスであるようにプログラムできることに留意されたい。このように、朝のガレ
ージ照明の例において、コーヒーポット（又はコーヒーポットを制御するプラグ）をオフ
にするようにもプログラムできる。
【００２５】
　また、コンセントプラグは、例えば、電力を供給するデバイスが電流を引き込み始めた
時に、“オン”遷移が送信されるようなデバイスであるかも知れない。従って、例えば、
朝オンになるコーヒーポットがマスタとなることができ、浴室の照明をオンにし、又は家
の異なる部分における異なるコンセントによって提供されるＴＶをオンにするためのタイ
マーとして働く。各デバイスは、異なる期間中複数の他のデバイスに対してスレーブとな
り、暫定的マスタは、異なる時に異なるデバイスに対してマスタであることができる。
【００２６】
　図５は、他のデバイスが動作信号を送信するときの各デバイスの方法の実施例５０を示
す。プロセス５０１は、例えば、受信機１０１（図１Ｂ）を介して全てのデバイスからの
コマンドを“監視”し、プロセス５０２は、このようなコマンドのいずれかがそのデータ
ベースに記載されたマスタに到着したか否かを決定する。もしそうであるならば、プロセ
ス５０３は、もしあるならば、このデバイスがどんな動作を取るべきかを決定する。例え
ば、これがデバイス１１－１あり、正確な時間が午後１０時以降であり、“オフ”コマン
ドがデバイス１１－２から到着したならば、プロセス５０４は、このデバイス（１１－１
）がデバイス１１－２からの“オフ”コマンドに従うことを決定する。プロセス５０５は
、デバイス１１－１でこのコマンドを実行する。同様なプロセスが、他のデバイス全てで
実行され、デバイス１１－１と１２が、その“就寝時間オフ”コマンドに従うために、デ
バイス１１－２にリンクされているので、デバイス１２は、同様に応答する。
【００２７】
　必要ならば、（単数又は複数の）タグ付けデバイスにおいて表示やメッセージングが繰
り返されるように、表示／メッセージング能力を有するデバイスは、同様なタグ付け方法
論を有することができることに留意すべきである。もし必要ならば、表示及び／又はメッ
セージング能力は、デバイスの他の態様から独立してリンクされることができる。
【００２８】
　本発明及びその利点は、詳細に記述されているが、様々な変更、置換及び修正は、添付
の請求項によって画定された本発明の精神及び範囲から逸脱することなくここで行うこと
ができることは理解されるべきである。更に、本出願の範囲は、本明細書に記述されたプ
ロセス、機械、構成、手段、方法、及びステップの特定の実施形態に限定されることを意
図しない。当業者は、本発明の開示から容易に理解できるので、ここで記述される対応す
る実施形態と実質的に同一の機能を実行する又は実質的に同一の結果を達成する、現在存
在する又は後に開発されるべき、プロセス、機械、製造、構成、手段、方法、又はステッ
プは、本発明に従って利用されてもよい。従って、添付の請求項は、その範囲内において
、そのようなプロセス、機械、製造、構成、手段、方法、又はステップを含むことが意図
される。
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【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１Ａ】中央コントローラを備えることなくリンクするために利用可能な施設の電力制
御デバイスを示す本発明の一実施形態である。
【図１Ｂ】デバイスの動作態様の一実施形態である。
【図２】選択されたデバイスをタグ付けするための方法の一実施形態である。
【図３Ａ】タグ付けされたデバイスのデバイスが行う制御方法の一実施形態である。
【図３Ｂ】予想されるタグ付けオプションの表である。
【図４】各タグ付けされたデバイスが制御を行うデバイスに従うようにプログラムされる
方法の一実施形態である。
【図５】各デバイスの他のデバイスからの制御方法の一実施形態である。
【符号の説明】
【００３０】
１１－１、１１－２、・・・、１１－Ｎ：電気オン／オフスイッチ
１２、１３：デバイス

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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